
別紙様式１

校番（　27　）

改善方策

10月 2月

h
達成値

h
達成値

イ ロ ハ

・学力調査（標準学力調
査）の伸び

2ポイント
アップ ― ― ―

・目標達成に向けて、５教科だけでなく、全教科
で力をつける取組をすすめていく。 4

・このまま一丸となって取り組む姿勢を継続していただきたいです。

・校内授業研究の実施
一人

1授業研究 ― ― ―
・４月当初に計画した通りに実施できてお
り、研究テーマに沿った授業づくりに努めて
いる。

・取り組みを継続し、授業改善に努める。
4

・経験年数関係なく意見交換できる環境を継続していただきたいです。

・問いや課題に対して自分
なりの考えを持ち表現して
いる生徒の割合（アンケー
ト）

80%以上 84% 105% A

・全学年目標値を達成している。
・生徒は、「今までに習ったことと比較すると
き」「自分の考えと異なる考えがでたとき」等
に問いをもつことが多い。

・本時のめあてを提示するまでのストーリーを
作る。
・自分の考えを表現する場の設定をする。 4

・他の人と違う考えに「なぜ？」が生まれるのでその違いをコミュニケー
ションしていくことで、自分の幅をつくっていけるようにしたら良いので
はないかと考えます。

・生徒同士の話し合いや協
働を通して自分の考えを深
めている生徒の割合（アン
ケート）

80%以上 84% 105% A

・全学年としては目標値を達成しているが、
１年生は79.5％である。
・生徒は「アイディアを出すとき」「問題の解
決方法を考えるとき」等に、協働的に取り組
むことで学びが深まると感じている。

・授業において「人に話したい」「他の人の意見
が聞きたい」と思えるタイミングで協働的に取り
組む場の設定を意図的に行う。 4

・自分で考えた答えを人に説明するということは、プロセスを理解しない
とできないことなので、非常に良い事だと思いました。

・自らの振り返りや他者と
の振り返りの共有により自
分の学びを深めている生
徒の割合80％以上

80%以上 82% 103% A

・全学年としては目標値を達成しているが、
１年生は79.5％、２年生は79.6％である。
・振り返りを共有することで、学びが深まる
と感じている生徒が多く見られる。

・市がすすめている「R80」の取組を継続して行
い、授業内で交流できるようにする。

4

・他の人とのコミュニケーションでさらに自分の考えを見つめ直す時間を
設けることは非常に良い事だと感じた。

・学びの幅を広げるためにＩ
ＣＴ機器を効果的に活用し
ている生徒の割合（アン
ケート）

60％以上 86% 143% A

・全学年としては目標値を達成しているが、
２年生は79.6％である。
・何かを調べるときに、辞書ではなくクロム
ブックに頼る傾向がある。

・目的や教育的な視点に応じて、アナログ・デジ
タルを効果的に使い分けることができる指導を
していく。

3 1

・知らないことをICTで調べることはもう普通のことである。ただ正確な情
報なのか理解して使用する必要があると感じた。

・多様な学びの場・つなが
りの場の提供

個に応じ
た支援

100% 100% A

・長欠の生徒の増減はあるが、SSR等の居
場所づくりはできた。
・SCやSSW,小学校との連携を積極的に取
り、支援に活かせた。週に1回の生徒指導
（うち月１で教育相談委員会）を適切に運営
することができた。

・個々の状況に応じて家庭や学校において多
様な学びの場、内容、方法が提供できるよう
に、引き続き工夫する。
・教育相談Co.が中心になってSC、SSW、関係
機関等との連携をより密にし、支援を進める。

4

・学校全体、地域と協力されている活動は継続していただきたいです。
・いろいろな状況に対応する場所があることは、生徒の学びを止めないと
いうことに意義があることだと思いました。
・不登校生徒の取組は大きな課題だと思う。人数を目標にするのでなく、
取組の継続を目標と市、学校全体で、取組の継続へつなげるのはどうで
しょうか。

・学校に行くのを楽しいと思
い生活している生徒の割
合
（生徒アンケート）

90% 91% 101% A

・毅然とした生徒指導により、真面目に学校
生活に取り組みたい生徒が安心して授業等
に取り組めるようになった。

・毅然とした生徒指導を継続するとともに、行事
や学習等での成功体験を認めながら学校生活
への意欲を高める。 4

・５W１Hを生徒に問いかける活動は継続していただきたいです。
・TPOを理解することが大切なのだと思います。

・あいさつ、時間、掃除につ
いて肯定的に自己評価す
る生徒の割合
（生徒アンケート）

90% 93% 103% A

・時間を守ること、掃除をすることについて
は96%の生徒が肯定的評価をしているが、
あいさつについては、85.4％の肯定的評価
であった。

・生徒会の月目標であいさつ、時間、掃除に関
わる目標を立て、全校で共通認識をもって取り
組みを行う。

3 1

・挨拶について、地域・保護者と一緒に学ぶことが出来たらよいと思いま
す。
・習慣にする創意工夫がなされている。

・地域や社会をよくするた
めに何をすべきか考えるこ
とがある生徒の割合。

60% 71% 118% A

・職場体験学習をした2年生では特に肯定
的な回答をした生徒の割合が高かった。

・職場体験活動や地域のゲストティーチャー、ボ
ランティア活動など、地域の方とともに稼働する
場を設定する。 3 1

・学校以外での活動の場が色々用意されている。学校以外の大人や子ども
とのコミュニケーションは中学生にとって刺激を受ける場所だと思いま
す。

・教育活動に満足している
保護者の割合
（保護者アンケート）

85% 84% 99% B
・ほぼ目標値には達することができた。「あ
てはまらない」と回答した割合が16％いるこ
とから、きめ細かな対応がより求められる。

・授業、学級経営、生徒指導その他あらゆる場
面できめ細やかな対応を校内全体で行い、満
足度を上げていくよう組織的に取り組んでいく。 3 1

・PTAにできることがあれば協力したい。
・年度末にかけて、取り組みを進められる意欲を込めた評価と思われる。

・ＨＰや各種たより、すぐー
るの内容がわかりやすいと
答えた保護者の割合。
（保護者アンケート）

80% 92% 115% A

・各担当者が丁寧に情報発信を行ってき
た。
・ただ情報発信するだけでなく、読み手を意
識した内容づくりに努めた。

・素早い情報提供、読み手を意識した内容な
ど、相手意識を考えた情報発信を今後も丁寧
に行っていく。

4

・発信内容を精査された活動は継続していただきたいです。
・「すぐーる」は多岐にわたる情報を提供していると思う。

・時間外勤務が月45時間
以内の職員の割合

80% 67% 84% B

・目標値には届かなかったが、昨年度より
は、月45時間以内の職員数は増加した。ま
た、時間外勤務時間の縮減がすすんでい
る。

・定時退校日の徹底及び早期退校の奨励をす
るとともに、時間外縮減だけでなく、業務の精
選および整理を行い、業務改善を進めていく。 3 1

・あらゆる制限の中、生徒のための行動を改善しなければならないので
しょうか。時間はかかると思います。
・業務量は減らない中で、できる対策を進められていると考える。

・組織の一員として自分の
強みが生かせていると感じ
ている教職員の割合

80% 92% 115% A

・目標を大きく上回ることができた。
・「チーム」として機能するよう、職員間のコ
ミュニケーションを図りながら、風通しの良
いを職場環境づくりに職場全体で努めた。

・「働きやすさ」と「働きがい」の両面が感じられ
る職場環境づくりを築く。

4

・目標を大きく上回る職場環境、素晴らしいです。これからも継続してい
ただきたいです。
・教職員間の関係が良くなっていることが、生徒にも波及していると思わ
れる。

　
　

豊
か
な
心
の
育
成

夢や希望を
抱き、社会に
貢献する気
概を持った
生徒の育成

○不登校生徒
発生の未然防

止
〇不登校等生
徒への支援の

推進
○自己有用感
の育成・充実し

た学校生活
○自己指導能

力の育成
〇郷土愛の育

成

・不登校等生徒への支援に
向けて、共通理解を十分
行った上で適切な支援に組
織的に取り組む。
・教室に限らず、多様な学び
の場、つながりの場を提供
する。
・生徒の自己有用感の育成
を目指し、各種学校行事や
生徒会活動等への主体的・
積極的な参加を促す。
・自己指導指導能力の育成
（挨拶・時間・掃除）
・郷土愛の育成

令和7年度　学校評価表

・主体的で対話的な授業の
創造に向けて、校内授業研
究を実施する。（一人1授業
研究）
・協働的な学びや問いの工
夫を通して、授業改善を行
う。
・各種学力調査結果の分析
に基づき、課題を明らかにし
たうえで、短期PＤCAサイク
ルの基づいた学力向上に取
り組む。
・生徒が学習道具として、ＩＣ
Ｔ機器を、自ら選択し活用し
ながら学習の幅を広げる学
習機会を提供する。
（教職員のＩＣＴ機器活用、生
徒のＩＣＴ機器活用）

〇学力調査に
おいて、本年度
全学年・全教科
全国平均以上
〇学び合いによ
る、生徒同士の
高まり合い

育成すべき
資質・能力
（知識技能、
思考力・判断
力・表現力、
学びに向か
う人間性）を
身に着け、主
体的に学び
合い高め合
う生徒の育
成

確
か
な
学
力
の
育
成

（　中間　） 学校名　三原市立宮浦中学校

a 学校教育目標
未来を切り拓く「生きる力」を身につ
けた生徒の育成
 ～学び合い、高め合う宮中生～

b 経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
◎社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
　【ビジョン】（自校の将来像）
○　この先の社会に出た時に役立つ「生きる力」を育成する学校
○　社会に貢献できる自立した人間を育成する学校
○　生徒・保護者が本校で学ぶことを誇りに思える学校

学校関係者評価

c 中期経営目標 d 短期経営目標 e 目標達成のための方策
f 評価項目・指標
（目標のめやす）

g
目標値

i
達成度

k
結果と課題の分析

n
改善方策

l   評 価
m

コメント
j

評価

評価計画 自己評価

　C: 60≦(もう少し)＜80　　D: (できていない)＜60 　ハ：分からない。

【j: 自己評価　評価】

信
頼
さ
れ
る
学
校

生徒・保護者
が本校で学
ぶことを誇り
に思える学
校

○学校満足度
の向上
〇学校教育活
動の発信
○郷土愛の育
成
〇環境整備を推
進し、美しく働き
やすいづくり
〇働き方改革の
推進

【l:学校関係者評価　評価】

　A: 100≦(目標達成)　　 　B: 80≦(ほぼ達成)＜100 　イ：自己評価は適正である。　ロ：自己評価は適正ではない。

・生徒・保護者・地域の方々
から信頼され、応援される教
育活動を行う。コミュニティ・
スクールの推進
・定期的、計画的な学校情報
の発信に努める。
・不祥事防止の取組を徹底
し、不祥事事案の発生をゼ
ロにする。
・勤務時間管理の徹底と勤
務時間・健康管理を意識した
働き方改革の推進と働きが
いのある職場づくり


